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◎
令
和
５
年
度

一
般
会
計(

歳
入)

・
Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
公
募

譲
渡
代
金

１
２
０
万
９
千
円

Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
売

却
金

（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

◎
令
和
５
年
度

一
般
会
計(

歳
出)

・
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
基
金

積
立
金

１
０
０
万
円

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
を
基
金
に
積
立

・
映
画
製
作
観
光
推
進
基
金
積

立
金

５
２
０
万
円

映
画
製
作
費
の
た
め
に
寄
付

さ
れ
た
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
20
万
円
と
企
業
か
ら
の
一

般
指
定
寄
付
金
５
０
０
万
円

を
基
金
に
積
立

◎
令
和
６
年
度

一
般
会
計(

歳
出)

５
月
19
日
に
え
り
も
港
に
大

量
に
入
り
込
ん
だ
イ
ワ
シ
の

調
査
と
処
理
費
用

・
港
湾
管
理
費
手
数
料

６
２
万
５
千
円

水
面
に
浮
い
て
き
た
イ
ワ
シ

の
廃
棄
物
処
理
手
数
料

・
港
湾
管
理
費
業
務
委
託

１
２
６
万
５
千
円

水
中
荷
捌
施
設
や
え
り
も
港

内
の
海
底
を
確
認
す
る
ダ
イ

バ
ー
の
費
用

３
７
０
０
万
円

水
中
荷
捌
施
設
の
海
底
に
堆

積
し
た
イ
ワ
シ
の
清
掃
費
用

・
港
湾
管
理
費
重
機
借
上
料

１
１
万
円

清
掃
作
業
後
に
え
り
も
港
内

の
海
底
を
確
認
す
る
作
業
船

の
借
上
料

・
繰
越
明
許
費

消
防
費

９
２
４
２
万
８
千
円

今
年
度
購
入
を
予
定
し
て
い

た
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
令

和
７
年
度
の
購
入
と
な
っ
た

た
め
繰
越
明
許
費
を
設
定

・
人
権
擁
護
委
員
の
選
任

本
町

中

村

幸

子
（
62
歳
）

再
任

・
え
り
も
町
教
育
委
員
の
選
任

大
和

田
名
部

光

一
（
52
歳
）

再
任

・
え
り
も
町
選
挙
管
理
委
員
及

び
補
充
員
の
選
任

委
員新

浜

山
中

智
彰

本
町

芳
賀

則
雄

本
町

神
田

和
子

庶
野

吉
田

康
秀

補
充
員

新
浜

齊
藤

友
宏

本
町

江
川

ル
ミ

歌
別

三
浦

優
子

新
浜

佐
々
木

智
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補
正
予
算

人

事

イ
ワ
シ
の
清
掃
費
用

等
に

総
額
３
９
０
０
万
円

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

次
年
度
購
入
へ

え
り
も
港
で
海
底
に
堆
積

し
た
イ
ワ
シ
を
清
掃
ポ
ン

プ
車
で
汲
み
上
げ
る
作
業

繰
越
明
許
費
と
は…

歳
出
予
算
の
う
ち
、
年
度

内
に
支
出
さ
れ
な
い
予
算
を

翌
年
度
に
繰
り
越
す
こ
と



問

中
野

議
員

昨
年
８
月
か
ら
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
が
無
償
化

と
な
り
、
保
護
者
に
は
好

評
を
得
て
い
る
が
、
道
内

の
市
町
村
の
約
７
割
超
の

自
治
体
が
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
無
償
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

以
前
の
答
弁
で
は
、
国

の
「
異
次
元
の
少
子
化
対

策
」
の
動
向
を
見
な
が
ら

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
全

体
で
育
て
る
考
え
が
な
け

れ
ば
少
子
化
は
止
め
ら
れ

な
い
。

高
校
生
ま
で
の
医
療
費

無
償
化
は
地
域
の
声
で
も

あ
る
の
で
強
く
要
望
す
る
。

答

保
健
福
祉
課
長

昨
年
８
月
受
診
分
よ
り

中
学
生
ま
で
の
医
療
機
関

窓
口
に
お
け
る
一
部
負
担

金
等
の
無
償
化
を
図
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
子

育
て
応
援
券
方
式
か
ら
カ
ー

ド
方
式
に
変
更
す
る
こ
と

で
、
医
療
費
助
成
の
適
用

拡
大
及
び
手
続
き
の
簡
略

化
を
行
っ
た
。

現
段
階
に
お
い
て
こ
れ

で
完
結
と
は
考
え
て
お
ら

ず
、
制
度
導
入
に
お
け
る

医
療
費
の
増
減
や
、
今
回

の
助
成
制
度
拡
大
が
国
保

に
お
け
る
国
庫
負
担
金
に

与
え
る
影
響
な
ど
を
検
証

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
検
討

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

町
と
し
て
も
国
が
進
め

る
「
異
次
元
の
少
子
化
対

策
」
の
動
向
も
考
慮
し
な

が
ら
引
き
続
き
検
討
し
た

い
。

問

中
野

議
員

日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公

園
が
国
立
公
園
と
な
り
、

日
本
国
内
外
か
ら
注
目
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

え
り
も
町
に
は
「
豊
似

岳
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い

山
が
あ
り
、
新
た
な
観
光

資
源
に
な
る
と
思
う
た
め
、

広
く
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

①
豊
似
岳
を
空
撮
し
、

ポ
ス
タ
ー
作
成
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
を
。

②
安
全
な
登

山
の
た
め
登
山

道
の
整
備
を
。

③
追
分
峠
頂

上
の
ゲ
ー
ト
を

解
除
し
登
山
道

入
口
ま
で
車
で

行
け
る
よ
う
に

し
て
は
。

④
安
全
に
登

山
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
。

⑤
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
、
ガ
イ
ド
付
き
の

豊
似
岳
登
山
ツ
ア
ー
を
。

答

産
業
振
興
課
長

①
国
立
公
園
化
に
と
も

な
い
、
町
の
観
光
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
あ
る
「
え
り
も

観
光
ナ
ビ
」
の
内
容
も
再

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
際
に

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
も
含
め

て
検
討
し
た
い
。

②
登
山
道
は
公
園
計
画

で
整
備
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が

良
い
の
か
、
自
然
保
護
官

事
務
所
と
協
議
、
検
討
し

た
い
。

③
肉
牛
牧
場
内
は
山
林

深
く
に
林
道
や
作
業
道
な

ど
が
あ
り
、
事
故
防
止
や

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
等
の
た

め
に
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
て

い
る
。

④
今
後
作
成
さ
れ
る
国

立
公
園
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
も
豊
似
岳
の
紹
介
が
さ

れ
る
と
思
う
が
、
町
独
自

で
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
か
は
検
討
し
た
い
。

⑤
現
状
、
ガ
イ
ド
で
き

る
方
が
何
人
い
る
か
な
ど

不
明
な
点
が
多
い
。

平
取
町
の
幌
尻
岳
の
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
が
人
気
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
の
で
検

討
の
余
地
は
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心と期
待を持たれる大事な議員活動の場です。町政全般にわたっ
て執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求め、議員
自らの政策提言を行い政治姿勢を明らかにするものです。

豊似岳を新しい観光資源に

ホームページ掲載や
ポスター作成を検討する

中野公浩議員

高校生までの
医療費無償化を

現状を検証しながら
引き続き検討する

豊似岳の頂上から望む日高山脈はまさ
に絶景である

高
校
生
ま
で
の
医
療
費

の
無
償
化
が
望
ま
れ
る



問

髙
松

議
員

昆
布
お
か
ま
わ
り
の
求

人
募
集
が
５
月
22
日
か
ら

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
が
始
ま
り
、
現
時
点
で

11
の
事
業
者
が
16
名
の
昆

布
お
か
ま
わ
り
を
募
集
し

て
い
る
が
、
未
だ
に
契
約

に
至
っ
て
い
な
い
。

公
務
員
が
地
域
貢
献
の

た
め
に
勤
務
時
間
外
に
副

業
す
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ

る
時
代
に
な
り
、
役
場
職

員
は
も
と
よ
り
転
入
さ
れ

た
教
員
や
自
衛
隊
員
、
民

間
企
業
で
働
く
人
、
釣
り

人
等
に
積
極
的
に
働
き
か

け
て
い
く
べ
き
で
は
。

ま
た
、
３
事
業
者
は

「
住
み
込
み
可
能
」
と
な
っ

て
お
り
、
縁
の
あ
る
道
内

の
大
学
に
求
人
募
集
の
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
も
ら

う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答

産
業
振
興
課
長

公
務
員
の
副
業
は
、
地

域
貢
献
に
関
す
る
場
合
、

業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
任
命
権
者
の
許
可
を
得

れ
ば
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
が
、
原
則
禁
止
と

な
っ
て
い
る
。

釣
り
人
は
基
本
的
に
釣

り
に
来
て
い
る
の
で
、
労

働
力
と
し
て
期
待
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
。

周
知
ポ
ス
タ
ー
は
、
役

場
戸
籍
窓
口
、
風
の
館
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
目
黒
ふ
れ

あ
い
館
に
既
に
設
置
済
で
、

道
内
大
学
に
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
今
年
度
は
時
期
的
に
難

し
い
。

答

学
校
教
育
課
長

公
立
高
校
に
お
け
る
教

員
の
副
業
は
、
一
般
職
の

公
務
員
同
様
に
原
則
禁
止

だ
が
「
教
育
に
関
す
る
」

他
の
職
に
従
事
す
る
場
合

に
限
り
教
育
委
員
会
が
承

認
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も
、
え
り
も

高
校
の
教
員
が
模
擬
試
験

等
の
監
督
や
講
師
を
す
る

場
合
に
、
教
育
委
員
会
が

承
認
し
て
き
た
。

昆
布
お
か
ま
わ
り
に
つ

い
て
も
役
場
職
員
同
様
、

任
命
権
者
の
許
可
が
あ
れ

ば
可
能
だ
が
、
睡
眠
不
足

や
疲
労
に
よ
る
業
務
へ
の

支
障
、
児
童
生
徒
に
関
わ

る
学
校
特
有
の
問
題
、
時

間
外
・
長
時
間
勤
務
の
解

消
な
ど
の
働
き
方
改
革
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
現
時
点
で
は

「
教
員
へ
の
積
極
的
な
働

き
か
け
」
は
難
し
い
。

問

髙
松

議
員

２
０
２
１
年
８
月
、
日

本
女
子
大
と
日
高
管
内
７

町
が
協
定
を
結
び
、
地
域

の
活
性
化
と
課
題
解
決
を

模
索
す
る
「
日
本
女
子
大

日
高
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

と
い
う
交
流
連
携
事
業
を

開
催
し
て
き
た
。

昆
布
の
一
大
産
地
で
あ

る
当
町
で
昆
布
採
取
か
ら

製
品
に
な
る
ま
で
の
一
連

の
流
れ
を
体
験
し
、
昆
布

を
使
っ
た
料
理
作
り
に
も

挑
戦
す
る
中
で
、
昆
布
の

資
源
量
減
少
や
後
継
者
・

お
か
ま
わ
り
不
足
の
現
状

を
知
っ
て
も
ら
っ
て
は
。

宿
泊
場
所
は
生
活
館
等

を
利
用
し
、
津
波
発
生
時

の
避
難
生
活
を
体
験
す
る

と
と
も
に
、
陸
の
孤
島
と

な
る
現
状
も
理
解
し
て
も

ら
い
、
町
外
の
若
者
目
線

で
解
決
策
を
模
索
す
る
と

い
う
企
画
を
提
案
し
て
は

ど
う
か
。

答

企
画
課
長

昨
年
度
は
光
の
園
幼
稚

園
や
様
似
町
幼
児
セ
ン
タ
ー

で
保
育
施
設
に
お
け
る
運

動
支
援
事
業
を
実
施
し
た
。

今
年
度
の
予
定
は
確
定

し
て
い
る
が
、
来
年
度
以

降
提
案
の
企
画
が
実
現
で

き
な
い
か
大
学
側
と
協
議

し
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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昆布おかまわり求人募集に
全力で対応を

髙松亮裕議員

昆布・災害の地域課題解決のための
ワークショップの開催を

提案の企画を大学側と協議したい

教員へのおかまわり推奨は
現時点では難しい

役場窓口にポスターを掲示し転入者に周知



問

大
場

議
員

現
在
、
町
で
は
町
民
に

対
し
様
々
な
補
助
金
や
助

成
金
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
が
、
種
類
や
性
格

も
多
岐
に
わ
た
り
、
具
体

的
内
容
も
曖
昧
で
、
所
管

や
事
業
ご
と
に
縦
割
り
に

な
っ
て
い
る
。

「
何
が
利
用
で
き
る
の
か
」

「
ど
こ
に
申
請
す
る
の
か
」

「
ど
う
手
続
す
る
の
か
」

が
わ
か
り
に
く
く
、
そ
も

そ
も
多
く
の
人
が
、
第
一

歩
目
の
「
何
が
利
用
で
き

る
か
」
で
さ
え
知
ら
な
い

ま
ま
利
用
す
る
機
会
を
逃

し
て
い
る
。

４
月
に
行
っ
た
議
員
と

語
る
会
の
中
で
も
、
申
し

込
み
方
法
や
通
知
方
法
、

内
容
な
ど
を
も
っ
と
わ
か

り
や
す
く
伝
え
て
ほ
し
い

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

利
用
し
た
い
人
の
側
に

立
ち
、
も
っ
と
わ
か
り
や

す
く
一
括
し
た
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

答

企
画
課
長

現
在
、
町
民
に
対
し
て

は
出
産
や
子
育
て
、
高
齢

者
福
祉
や
障
が
い
者
福
祉
、

水
産
業
や
農
業
の
担
い
手

支
援
、
住
宅
改
修
工
事
へ

の
助
成
、
町
づ
く
り
活
動

事
業
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、
事
業
ご
と

に
所
管
が
異
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
が
支
援

の
情
報
を
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
告
知
し
て

い
る
が
、
今
後
は
利
用
者

の
目
線
に
立
ち
、
転
入
の

多
い
春
先
の
広
報
紙
に
一

括
し
て
掲
載
す
る
な
ど
の

対
応
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て
も
、
他
の
自

治
体
を
参
考
に
、
わ
か
り

や
す
い
告
知
の
方
法
を
検

討
し
た
い
。

問

大
場

議
員

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
に
よ
り
、
政
府
が
昨
年

１
月
に
導
入
し
た
電
気
・

ガ
ス
料
金
に
対
す
る
補
助

金
制
度
が
５
月
末
で
終
了

し
た
。

そ
れ
を
受
け
、
北
電
に

関
し
て
は
、
６
月
の
一
般

家
庭
水
準
で
昨
年
同
月
比

１
４
０
０
円
以
上
の
増
加

と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

４
月
か
ら
は
再
エ
ネ
賦

課
金
も
増
額
さ
れ
、
実
質

賃
金
が
25
か
月
連
続
マ
イ

ナ
ス
と
な
る
中
、
家
計
や

企
業
の
事
業
活
動
に
も
大

き
な
負
担
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
さ
ら
に
今
年

は
、
昆
布
の
不
漁
や
引
き

続
き
物
価
の
高
騰
も
懸
念

さ
れ
る
。

町
民
の
生
活
や
企
業
の

活
動
を
支
え
る
た
め
の
対

策
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答

産
業
振
興
課
長

町
で
は
、
令
和
２
年
度

の
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
需
要

減
少
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
円
安
基

調
に
よ
る
燃
油
や
資
材
・

肥
料
の
価
格
高
騰
で
影
響

を
受
け
た
一
次
産
業
事
業

者
及
び
商
工
業
事
業
者
等

に
対
し
支
援
を
行
っ
て
き

た
。国

の
電
気
・
ガ
ス
価
格

激
変
緩
和
対
策
が
終
了
し
、

い
ま
だ
燃
油
価
格
も
高
値

基
調
で
、
食
料
品
や
資
機

材
も
値
上
げ
さ
れ
、
消
費

者
に
と
っ
て
も
事
業
者
に

と
っ
て
も
非
常
に
厳
し
い

状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ

る
。町

内
の
経
済
状
況
を
見

極
め
て
、
支
援
の
必
要
性

を
検
討
し
た
い
。

答

町
民
生
活
課
長

こ
れ
ま
で
も
、
価
格
の

高
騰
の
影
響
を
最
も
受
け

る
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

に
対
し
給
付
金
の
支
給
を

行
っ
て
お
り
、
当
町
独
自

の
支
援
策
と
し
て
、
対
象

世
帯
を
拡
大
し
た
給
付
も

行
っ
て
き
た
。

令
和
６
年
度
も
住
民
税

の
課
税
状
況
を
基
準
と
し
、

各
種
給
付
金
や
定
額
減
税

の
調
整
給
付
を
速
や
か
に

進
め
て
い
く
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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エネルギー価格の
高騰に対する支援を

町内の経済状況を
見極め検討する

大場文裕議員

補助金・助成金の明確化を

広報紙に
一括掲載などの対応を検討

町
で
は
町
民
に
対
し
多
種
多

様
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る

電気料金は北海道が一番高い



問

嵯
峨

議
員

昭
和
62
年
に
完
成
し
た

国
道
拡
幅
工
事
と
商
店
街

近
代
化
事
業
か
ら
37
年
が

経
過
し
た
。
当
時
48
あ
っ

た
事
業
所
は
、
現
在
18
と

減
少
し
て
い
る
。

町
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
で
あ
る
通
称
「
ス
マ
イ

ル
タ
ウ
ン
」
で
は
イ
ベ
ン

ト
時
に
は
店
舗
を
つ
な
ぎ
、

提
灯
を
点
灯
し
て
い
た
が

現
在
は
行
っ
て
い
な
い
。

最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
え
り
も
の
灯
台
ま
つ
り
」

の
数
週
間
前
か
ら
街
路
灯

の
フ
ラ
ッ
グ
ポ
ー
ル
を
利

用
し
て
何
か
し
ら
の
装
飾

が
で
き
な
い
か
。

多
く
の
観
光
客
に
周
知

さ
れ
る
と
と
も
に
、
集
客

ア
ッ
プ
や
ま
つ
り
の
高
揚

感
を
演
出
で
き
る
の
で
は
。

国
立
公
園
に
格
上
げ
さ

れ
、
観
光
客
の
増
加
も
期

待
さ
れ
る
た
め
、
ぜ
ひ
実

現
を
。

答

産
業
振
興
課
長

灯
台
ま
つ
り
実
行
委
員

会
で
は
、
ま
つ
り
Ｐ
Ｒ
用

の
ぼ
り
の
作
成
を
今
年
度

予
定
し
て
お
り
、
商
店
街

組
合
に
対
し
設
置
の
協
力

を
依
頼
し
、
少
し
で
も
灯

台
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
に

灯
台
ま
つ
り
は
50
回
目
を

迎
え
、
北
海
道
市
町
村
振

興
協
会
の
「
い
き
い
き
ふ

る
さ
と
推
進
事
業
助
成
金
」

を
活
用
し
た
フ
ラ
ッ
グ
の

作
成
も
考
え
て
い
る
。

国
立
公
園
格
上
げ
に
対

し
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
歓
迎
の
機
運
醸
成
が
図

れ
る
か
、
町
内
商
工
業
者

等
と
協
議
・
連
携
し
な
が

ら
Ｐ
Ｒ
を
進
め
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般質問、全員協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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灯台まつりの
更なる盛り上げのために

ＰＲ用のぼり作成を予定
嵯峨直樹議員

町内唯一の幼稚園である「光の園幼稚園」が、園舎の老朽化及び園児数減少などで、今後安定的に経営

を続けていくことが難しいことから、令和８年度末（令和９年３月31日）をもって閉園することが学校法

人本部の理事会で承認された。

町ではこれまで光の園幼稚園と複数回協議を重ねてきたが、幼稚園閉園後の幼児教育の場として、令和

９年４月１日から町立認定こども園の開設を検討している。

建物は町立中央保育所を活用し、認定こども園への移行を含め、今

月から開催する保護者懇談会にて、意見交換をする予定である。

また、えりも岬と庶野の各保育所の今後のあり方を、小学校ＰＴＡ

会長や自治会長も含めた地域懇談会で、統廃合について議論を進めて

いくことを考えている。

最終的に年明けには、えりも岬と庶野地区の方向性を地域に決定し

てもらい、来年２月に開催する「えりも町子ども・子育て会議」での

審議を経て、町としての方針が決まる予定である。

≪議員の意見≫
問 保育所の入所基準に満たない乳幼児は、認定保育園に受け入れ可能か。

答 ３歳児以上であれば可能である。

問 認定こども園になった場合、幼稚園児が通う教室と保育園児が通う教室はどのようになるか。

答 同じ部屋で、幼稚園児と保育園児が同時に教育も保育も受けることとなる。

問 光の園幼稚園の職員の動向は。

答 希望があれば町職員として受け入れ可能である。

認定こども園開設に向けた検討を開始
令和６年６月３日

令和９年３月31日で閉園となる
「光の園幼稚園」

「
え
り
も
の
灯
台
ま
つ
り
」

開
催
時
に
提
灯
を
点
灯
し
て

い
た
ス
マ
イ
ル
タ
ウ
ン



ブルーカーボン事業の経過について
「ジャパンブルーエコノミー技術研究組合（ＪＢＥ）」から認証を受けたＪブルークレジットが８社に売

却されたことから、その売却に至るまでの経緯を確認するため、再度調査を行った。

町は昨年度から北海道開発局、寒地土木研究所、北海道大学及びえりも

漁協とともに、ブルーカーボン生態系による二酸化炭素吸収量調査を開始

している。

その調査でＪＢＥが認証した二酸化炭素は60.4ｔとなり、昨年12月から

本年２月まで1口9900円で公募されていた。

購入した８社は道内だけでなく道外の企業も含まれている。

昆布業者の減少と温暖化によるコンブ生育状況の変化などで難しい面も

出てくるかもしれないが、さまざまな方面から対策を進め、本事業を継続

してほしい。

映画「北の流氷」(仮題)」の進捗状況について
昨年12月時点における総製作費は４億9500万円で、内訳は制作費が４億700万円、フイルム代や広告宣伝

費などのＰ＆Ａ費が8800万円で、いずれも税込みの金額である。

寄付、出資金及び協賛金を募っており、５月20日現在で約３億2400万円が集まった。

さらに文化庁の補助金も申請する予定であると担当課から説明を受けた。

なお、すでに実景撮影等のため、約3000万円が支出されている。

クランクインは本年９月からの予定であったが、田中光敏監督より主演俳優

のスケジュールの都合で来年春に延期したいと打診があり、４町（えりも町、

様似町、浦河町、広尾町）は了承している。

ただ、これ以上の延期はしない考えであることを田中監督に伝えているとの

ことだが、何度もクランクインが延期され、映画に対する町民の関心が薄れて

いると感じる。来年のクランクインが確実にできるように協議をしっかりと行っ

てほしい。

町道高校通り線改良工事について
災害時におけるえりも高校までの避難経路充実のため実施されている町道高校通り線改良工事は、３年計

画で進められてきた工事が本年度で完成するにあたり、整備状況を確認するため改めて調査を行った。

高校側から旧しゃくなげ公園入口方向に向かって順に工事が進めら

れ令和４年度は100メートル、令和５年度は105メートルを施工し、最

終年度の今年は185.73メートルの予定である。

歩道も設けられ、舗装もされて秋には完成される。

町道の山側が土砂捨て場として利用されているが、当初の予定地よ

りも近い場所であるため、半分の費用で済み、結果的に広く平らな土

地ができており有効活用が期待されるが、活用の際には高さがあるた

め落下防止のための措置を行ってほしい。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 所管事務調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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調査日 令和６年５月27日（月）

総務文教常任委員会

委 員 長 橋本維応

副委員長 神田 修

委 員 川村一治

竹内孝文

大場文裕

産業民生常任委員会

委 員 長 髙松亮裕

副委員長 中野公浩

委 員 成田一人

上野陽司

嵯峨直樹

議 長 石川昭彦

緩
や
か
に
中
学
校
側
に
下
っ

て
行
く
町
道
高
校
通
り
線

Ｊブルークレジットに認
証されているコンブを増
やす「雑海藻駆除事業」

エ
キ
ス
ト
ラ
の
募
集
を
し
て
い
る

が
撮
影
は
い
つ
始
ま
る
の
か…



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 議員と語る会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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歌別地区 出席人員９人 担当議員 竹内・上野・橋本・大場

①漁業担い手支援補助金の詳細説明を
②2050年、昆布枯渇危機への対策を
③赤潮被害に対する寄付者にウニの返礼
品でお返しを

東洋地区 出席人員11人 担当議員 竹内・上野・橋本・大場

①漁業担い手支援補助金、トラック等の車両
も補助対象に

②赤潮対策、ウニ種苗放流補助の延長を
③坂岸付近、道路にかぶさる枝切りを
④えりも高校魅力発信等で町外募集の促進を
⑤焼却炉維持管理、広域化を含め検討を
⑥旧東洋小の今後と備品の払い下げは
⑦交流館ひなたの活用方法の再考を
⑧旧東洋小の遊具腐食、東洋生活館前に新設
⑨郷土資料館、入館者の増加対策を
⑩診療所、安心して受診できる体制を

えりも岬地区 出席人員３人 担当議員 石川・成田・神田

①ふるさと納税、工夫して増額目指せ
②２月低気圧で沈下した護岸の修繕を
③学校遊具、いつ、どんな遊具が設置

④襟裳神社下の道道草刈り、委託業者で
⑤ブルーカーボンの販売額と今後の見通しは
⑥未婚の若い漁業後継者のため交流イベントを

庶野地区 出席人員７人 担当議員 竹内・上野・橋本・大場

①議員と語る会、女性の参加拡大を
②住宅改修補助金、塗装も対象か
③バス停の清掃の徹底とドアの改修も
④百人浜にトイレを
⑤一人暮らしの高齢者の除雪対応を

⑥今後の人口減少の推移と税収減は
⑦定住についての方策は
⑧広尾町のようにハンターの移住を
⑨昆布おかまわり、共同でできないか

④映画のクランクイン延期、早期開示を
⑤漁港浚渫（しゅんせつ）の毎年実施、
ほかに良い方法は

⑥議員と語る会、開催時間を18時からに

目黒地区 出席人員７人 担当議員 川村・髙松・中野・嵯峨

①広尾国保病院との連携で迅速な救急搬送を
②豊似湖にいたる道道部分の定期的補修を道

に強く要望を
③豊似湖にいたる正規ルートの早期開通を
④交通弱者のために通院・買い物などの移動

手段確保を
⑤医師の出張月１回維持を



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 議員と語る会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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議員と語る会
令和６年度 議会報告会

コロナ禍で中止となっていた「議会報告会 議員と語る会」を４月15日から23日までの間、

町内９地区で開催しました。

各地区から68名の町民が出席され、72件の意見・要望が出されました。出された意見・要望

は議会で検討し、町へ要望できるものは積極的に要望していくことを確認しました。

近浦地区 出席人員12人 担当議員 石川・成田・神田

①灯台公園トイレ、利用者目線でより良い施設に
②避難所新設と避難路整備の早期実現を
③シカとアザラシの捕獲拡大とシカのフン問題の解消を
④国道越波の早期解消を
⑤公営住宅・町営住宅、漁業担い手に安価入居を
⑥陸上養殖で育てる漁業の推進を
⑦老人養護施設等の入所基準見直しと職員不足の解消を

笛舞地区 出席人員９人 担当議員 川村・髙松・中野・嵯峨

①獣医の町内常駐を
②既存の昆布業者の干場拡大や小屋建

替等に1/3でも補助を
③デマンドバスの導入を
④町外で活躍する町民の広報紙掲載を
⑤安心安全のため医療体制の充実を

大和・西えりも地区 出席人員３人 担当議員 川村・髙松・中野・嵯峨

①津波襲来時の避難施設の早期建設を
②日赤病院の医師・看護師の確保を
③やまと苑の人員確保で安心して暮ら

せる町に

⑥津波避難施設の早期建設を
⑦中央牧場の異臭解消を
⑧農漁業に就労する地域おこし協力隊を
⑨映画ＰＲの強化促進を
⑩広報紙の成人式表紙をカラーに

④高齢者の働く場所の確保を
⑤遊具の充実を
⑥ふるさと納税返礼品の充実を
⑦急激な人口減少で町村合併の議論も

本町・新浜地区 出席人員７人 担当議員 石川・成田・神田

①農業・漁業担い手支援補助金の周知を
②プレミアム付商品券、コープとセブン

イレブンでの使用拡大を
③災害発生時の孤立化を解消する代替道

路の確保を
④コープ前の駐車による交通事故が心配
⑤高速道路、えりもまで延長ない理由は
⑥診療所の損失問題は

⑦追分峠の旧肉牛牧場への道路整備無駄では
⑧昆布おかまわり不足のため児童生徒の夏期
部活を休止に

⑨帯広・苫小牧等遠方への通院に1/2助成を
⑩映画の進捗、町民に詳細な説明を
⑪町道のセンターラインが消えて通行に支障
⑫ちゃっぷの湯、窓からの景観向上のために
高校通り線のシャクナゲ・ツツジ移植を
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令
和
６
年
度
の
「
北
海
道

町
村
議
会
議
員
研
修
会
」
が

７
月
２
日
に
札
幌
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
白
石
区

東
札
幌
）
で
開
催
さ
れ
、
当

町
の
議
員
８
名
を
は
じ
め
、

道
内
１
４
４
町
村
か
ら
１
５

０
０
名
余
り
の
議
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
気
象
予
報
士

の
森
朗
（
も
り
あ
き
ら
）
氏

の
「
札
幌
が
東
京
よ
り
暑
く

な
る
!?

～
加
速
す
る
気
象

変
動
～
」
と
、
元
衆
議
院
議

長
の
大
島
理
森
（
お
お
し
ま

た
だ
も
り
）
氏

の
「
人
口
減
少

と
市
町
村
の
重

要
性
、
民
主
主

義
に
つ
い
て
、

自
省
を
含
め
て

の
所
感
」
の
２

つ
の
講
演
を
聴

き
ま
し
た
。

森
氏
は
温
暖

化
に
よ
る
異
常

気
象
や
、
今
後

予
想
さ
れ
る
現

象
な
ど
に
つ
い

て
語
ら
れ
ま
し

た
。

次
に
大
島
氏
は
議
会
人
の

あ
り
方
、
議
長
の
あ
り
方
、

議
会
人
の
待
遇
、
政
治
の
根

底
に
あ
る
民
主
主
義
の
大
切

さ
、
多
面
的
で
広
域
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
語
ら
れ

ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
講
演
も
興
味
深

く
沢
山
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
議
員
活
動
に
役
立

つ
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

（
中
野
）

令和６年７月１日、増毛町役場にて藻場再生事業の視察研修を行った。

増毛町では、進行する磯焼け対策として、平成16年から日本製鉄（株）と協力し、鉄鋼スラグを活用し

た藻場再生の実証実験を行っており、町内各地区の海岸や海中にビバリーユニット（鉄鋼スラグ＋腐植土）

と魚粕を混合させた施肥材17.3トンを投入し、モニタリング調査を実施している。

さらに、以前から増毛漁協と協力し平成12年度から22年度まで各地区前浜のコンブを再生させるため、

発酵魚粕を用いた施肥事業も展開しており、藻場再生事業としては平成30年に一部の海岸でコンブ場の形

成がみられ、近年では藻場の再生によりニシンの群来が確認された。

事業の取り組みから20年が経過し、一部の地区では前浜の磯焼け防止が図られているが、いまだ全地域

の磯焼け解消には至っておらず、今後の藻場づくりに向け継続的に連携した事業展開が必要であり、この

取り組みが今後、ブルーカーボン事業へ波及するのを期待しているとのことであった。

現在、増毛町では「まちづくりプラン・総合戦略」として、

自然の恵みを活かす町づくりを基本構想に漁業を中心として

様々な支援や対策を推進しており、鉄鋼スラグを活用した藻

場再生もその事業の一つである。

ニュースや新聞の記事ではわからない現地の苦労や、リア

ルな実情を増毛町長をはじめ、各関係者から直接聞けたこと

が今回の視察の大きな成果であり、同じ漁業のまちであるえ

りも町もいずれ直面する可能性のある大きな課題だと感じた。

（大場）

磯
焼
け
し
た
場
所
が
鉄
鋼
ス

ラ
グ
の
投
入
に
よ
り
藻
場
が

再
生
し
て
い
る
の
が
わ
か
る



７月３日札幌市厚別区の私立星槎もみじ中学

校を視察した。

全国30万人と言われている不登校の生徒を受

け入れ、通信制の高等学校を併設した、北海道

で唯一、文部科学省認定の不登校特例校である。

この学校は、公立の学校とは異なり、１クラ

スを14～20名の少人数学級（学年３クラス）と

し、「人を認める」「人を排除しない」「仲間

をつくる」という３つの約束のもと、生徒に寄

り添った特別な教育課程を編成している。

年間の授業時数は1015時間と公立の中学校と変わらないが、国語・数学・英語を週１時間ずつ少なくし、

学習に対する自信をつけ、やる気を引き出すために、一人ひとりの理解度に合わせた個別学習「ベーシック

の時間」を週２時間設けている。

そのほか、週３回の「クロスタイム」とい

う授業では３学年縦割りの選択授業を開講し、

自分のやりたいことを選んで、学年を超え交

流しながら学び合う場を設けている。

年間を通して対面授業とオンライン授業を

併用し、登校が難しい生徒にも、授業参加の

機会を失うことがないよう配慮している。

同校は全道から生徒を受け入れており、札

幌市が72％、他の地域からが28％で日高管内

から入学している生徒もいた。地元の学校に

なじめず、転校してくる生徒が20～30％を占

め、主に２年生の１学期に多いとのことである。

今後の課題として、個々を尊重したきめ細かな授業や個別指導計画の作成、また、保護者を交えて「みん

な」で支える生徒中心の環境づくりなどを行っているが、これらの取り組みに賛同し、実践してくれる教職

員の確保に苦労されているようであ

り、より一層の処遇改善が望まれる

だろう。

また、私立であることから年間60

万円以上の教育費がかかるため、公

立の学校と比較すると保護者の負担

が大きい。

今回の視察研修を終え、星槎もみ

じ中学校の実践の一部でも公立の学

校で取り入れることができないか、

それにより少しでも不登校生徒が減

り、いきいきとした学校生活を送る

ことができればと思った。（嵯峨）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 全道議員研修、行政視察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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議
員
か
ら
の
様
々
な
質
問
に
丁
寧
に

答
え
て
く
れ
た
澤
口
校
長
。
国
会
議

員
や
道
議
会
議
員
、
札
幌
市
議
会
を

は
じ
め
、
道
内
や
全
国
各
地
か
ら
視

察
が
絶
え
な
い
と
い
う

校
舎
は
札
幌
市
か
ら
旧
も
み

じ
台
小
学
校
を
買
い
取
り
使

用
し
て
い
る

教
室
で
は
生
徒
た
ち
が
自
由
な
服
装
や
姿
勢

で
授
業
を
受
け
て
い
た
。
生
徒
が
望
め
ば
教

室
以
外
の
場
所
で
も
先
生
が
付
き
添
っ
て
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
を
使
用
し
授
業
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
る



地
域
お
こ
し
協
力
隊

さ
っ
か

や
す
し

属

康

さ
ん
（
34
）

▼
え
り
も
町
に
来
た
経
緯
は

私
の
所
属
し
て
い
る
会
社
は
、

全
国
20
か
所
以
上
の
自
治
体
と

一
緒
に
観
光
や
教
育
、
町
づ
く

り
等
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
す
。

以
前
か
ら
自
分
の
中
で
「
地

域
の
魅
力
を
高
め
る
仕
事
が
し

て
み
た
い
」
と
い
う
思
い
が
強

く
あ
り
、
そ
う
し
た
中
で
こ
の

会
社
に
出
会
い
ま
し
た
。

小
学
生
の
頃
に
初
め
て
来
た

北
海
道
旅
行
で
の
経
験
が
忘
れ

ら
れ
ず
、
北
海
道
に
住
み
た
い

と
い
う
想
い
か
ら
、
大
学
は
憧

れ
て
い
た
北
海
道
大
学
を
選
び
、

前
職
で
も
４
年
間
北
海
道
に
住

み
ま
し
た
。

北
海
道
に
は
ま
だ
た
く
さ
ん

の
魅
力
が
あ
り
、
今
度
は
自
分

が
北
海
道
で
伝
え
る
側
と
し
て

関
わ
り
た
い
と
思
い
、
会
社
に

希
望
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
折
に
、
え
り
も
町

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

活
動
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

▼
え
り
も
町
の
印
象
は

人
情
味
が
あ
る
方
が
多
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

近
所
の
方
や
キ
ャ
ン
プ
場
の

皆
さ
ん
か
ら
家
族
を
含
め
暖
か

く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
子

育
て
環
境
と
し
て
も
え
り
も
町

を
選
ん
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
以
前
か
ら
期
待
は
し

て
い
ま
し
た
が
、
食
べ
物
の
美

味
し
さ
が
想
像
以
上
で
し
た
。

▼
現
在
の
活
動
内
容
は

百
人
浜
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

の
受
付
・
運
営
検
討
と
キ
ャ
ン

プ
場
を
中
心
と
し
た
交
流
人
口

拡
大
の
た
め
の
現
地
調
査
お
よ

び
検
討
で
す
。

▼
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

ま
ず
は
、
今
後
も
長
く
持
続

可
能
な
キ
ャ
ン
プ
場
と
す
る
た

め
に
、
運
営
や
設
備
面
の
見
直

し
も
含
め
た
対
応
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
一
番
の
目
標
は
、

こ
れ
を
皮
切
り
に
、
え
り
も
町

に
あ
る
地
域
資
源
の
魅
力
を
高

め
、
価
値
を
感
じ
て
い
た
だ
く

方
を
増
や
す
検
討
や
提
案
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
え
り
も
町
民
へ
一
言

現
在
、
様
々
な
企
画
を
検
討

し
て
い
ま
す
が
、
え
り
も
町
に

来
て
間
も
な
い
た
め
知
ら
な
い

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
考
え
る
え
り

も
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ま
だ
ま
だ
地
元
の
方

の
利
用
は
少
な
い
の
で
、
気
軽

に
キ
ャ
ン
プ
場
に
遊
び
に
来
て

い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

（
取
材

大
場
）
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広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

竹
内

孝
文

副
委
員
長

上
野

陽
司

委
員

髙
松

亮
裕

中
野

公
浩

嵯
峨

直
樹

大
場

文
裕

議 会 の 動 き

５月２７日
二常任委員会合同所
管事務調査
議会改革特別委員会

６月 ３日 全員協議会

６月１１日
北海道町村議会議長
会定期総会（議長）

６月１５日 札幌えりも会

６月２１日
全員協議会
第２回定例会
広報広聴常任委員会

７月１
～３日

全道議員研修
行政視察

７月１０日 広報広聴常任委員会

７月１９日 広報広聴常任委員会

７月２３日 広報広聴常任委員会

議
会
だ
よ
り
が
50
号
を
迎
え

ま
し
た
。
２
０
１
２
年
に
創
刊

号
が
発
行
さ
れ
、
日
高
山
脈
襟

裳
十
勝
国
立
公
園
が
成
立
し
た

今
年
、
12
年
目
で
の
到
達
で
す
。

当
時
、
町
民
か
ら
「
議
員
が

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か

わ
か
ら
な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、

議
員
で
協
議
し
た
結
果
、
「
議

会
だ
よ
り
」
の
発
行
と
「
議
員

と
語
る
会
」
の
開
催
が
必
要
と

の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
は
、
議
員
自
ら

企
画
・
編
集
し
、
一
字
一
句
を

委
員
全
員
で
考
え
、
「
よ
り
多

く
の
町
民
に
読
ん
で
も
ら
え
る
」

こ
と
を
最
大
の
目
標
と
し
て
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
よ
り
良
い
紙
面
作

り
に
努
力
し
、
町
民
と
議
会
の

距
離
を
少
し
で
も
縮
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
髙
松
）

福岡県福岡市出身。
北海道大学を卒業後、大手石油会
社に就職し全国各地で勤務。
その経験をもとに今年４月、株式
会社FoundingBase（ファウンディ
ングベース）に転職、地域おこし
協力隊としてえりも町へ。
百人浜オートキャンプ場に勤務し
ながら、妻とまもなく２歳になる
息子とともに町内で生活。

キャンプ場内では
地元の特産品も販売中


